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本会の今後における
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会長に就任して、 早くも任期満了に旬日を残す

のみになりました。

その間気持はあれど身体動かずで、 会員の皆さ

まに期待感を持たせたのみで終始したことを、 陳

謝致します。同時につたない能力をもって行なっ
てきた会務の中での反省点と、 今後の在り方につ

いて、 簡略に述べてみます。

まず役員人事が全道に点在することにより、 経

費の増大と、 会合の機会の減少に伴う会務遅延に

よる事務局の事務量増大と、 意志の疎通の欠如で
あります。又役員所在支部と地元役員の連繋不足

による活動の鈍化であり、 さらには会費の倍額増

加による納入遅延により、 本会、 支部ともに活動
の鈍化を招いたことであります。
しかしながら会費について分析してみますと、
1 か月3 ,000円はなんら高いものではありません。
むしろ使途について研究する必要があります。と
言うことは、会務全体について研究する必要があ
ることです。
役員構成についても、 5部門 2人制を採用し、
理事lo名をあて、 札幌近郊に集中する必要がある
と判断します。これにより経費の節減と活動の敏
速化が進み、 集中的な行動が出来ます。
叉本会執行部と支部との密着度を高め、 すべて
の本会活動を速やかに進めるために、 支部長会議
の重用が必要であり、 理想として 1年間を通じて
最低4 回行なうべきであると判断します。
これは本会に対して、 総会の決議事項の推進に
ついての確認と独走を許さず、 かつ各支部の活動
基準を確認し, 実施方法を確定することにより、
で すべての会行動の一体化を計れるからです。

昭和52年2 月15日 第 97 号 毎月 1回l5日発行

77 .2
〈題字は北海道総務部長寺田ー寿男さんが揮毫〉

そのためにも、 本会役員、 支部役員ともに、 判

断力行動力を兼ね備えた人材を求めることが、 最

前提であります。叉同時にすべての行動に責任を

持ち、 感情を含まず正しい判断を行なし･、 任務遂

行すべきであります。そうすることにより、 本当

に社会から必要とされる行政書士となり、 業務の

拡大が計れると考えます。
さらに行政書士法の改正、 職域の拡大を考える

ならば、 社会にアピールするためにも、 政治力の

増大が、 絶対的必要条件であると断定します。
以上が、 短期間でありますが会長職にあって得

た結論であります。
春の総会には是非参考にしていただき、 御意見

を賜り、 役員を選出してくださるよう、 念願いた

します。 ･

支部長会議
と き
ところ

2 月19日 (±) 13 : 00→17 : 00

｢ホテル東カソ｣ 406号室で

(札幌市中央区南 7西 5 )

報告事項
◎行政書士の登録、 会員の異動状況 ◎綱記委員
会の活動状況 ◎報酬改定申請 ◎補助金の交付
申請 ◎日行連負担金の値上げ ◎諸規程の改正
◎財務規程 ◎会報 ◎行政相談の実施 ◎不在
町村対策 ◎件別報酬額算定例の作成経緯 ◎研
修会の実施状況 ◎業務資料の作成 ◎監察活動
強調月間の経過報告 ◎自動車登録業務 ◎類似
士業間業城の確立 ◎広告不当表示

議決事項
◎51年度補正予算

協議事項
◎支部研修会の開催予定 ◎性別報酬額算出例
◎組織及び運営について ◎その他

- ヱ



自主規制の苫小牧支部

苫小牧市において, 開業中の司法書士 0 ×△□
は、 行政書士会に入会していないのにも、 かかわ
らず堂々と看板を出していたので、 支部長は役員
会に諮り注意を促した結果下掲の通り訂正された
のであえて登載した。

　

　

.l

"読 者 の 声 .
1. ｢会員のうごき｣ が51年 6月30日現在以来発行
されていないので、 支部内のことすらつまびら

かでない。発行される意志あるや、 又発行され
る計画があるのであれば、 いっ出されるのかお
伺いしたい。 室蘭支部 S 生
筈 このことについては、 早急に整理し発行した
いと考えていますが、 何分にも事務局職員の交
替などで遅延していますが、 予定としましては
3月15日発行の会報と同時にお知らせする予定
でございます。 後平総部長
2 . ｢研究会｣ の本会主催が, 本道の中心地札幌市
などで開催されていませんが、 その理由を承り
たい。 室蘭支部 S 生

答 従前はおっしゃる通り、 札幌市で全道を対象
として研究会を開催しましたが、 受講者の声を
十分とりいれて、 各ブロック毎にしました次第
です。その主な理由として。

詑
“) 会員の経費の軽減を計ったこと。
(ロ) 地域に適合した案件の研修会が開催できる
こ とo

などを挙げることができます。 したがいまし
て、 会員各位はどの様な題目を希望されるか隔
意ない声を本会又は、 各ブロック長に申出され
たい。 木川業研部長

　 　

3 , ｢戸籍謄本等の請求｣ が行政書士も出来るとい
うことが ｢行政ほっかいどう｣ 95号に掲載され
たが、 今さらそんなことを記載されなくとも従
前と異ることがないのに、 その理由。

札幌支部 Y 生

答 このことは、 このたび (昭和51年12月 1 日改
正) の民法及び、 戸籍法施行規則によるもので
あって、 重複と考えましたが、 あえて登載した
ものです。御了承ください。 編集者 S 生

件別報酬額の作業進む
行政書士が作成する書類の種類は多い。ところ
が地域により、 あるいは書士の経験年数、 熟練度
によって、その額がまちまちなのが実態であろう。
このことは依頼者に対して不信感をもたせるた
め、 本会の木川、 下国、 豊田の各部長がよりより
協議をして、 おもな件別に一件書類の数量の標準
を想定し、 積算根拠の算出作業を進めている。 あ
くまでも 300円、 600円、 し200円が基準となって
いる。作業中の件別は次のとおりで、 完成すれば
会員に配付予定。
△運輸、 交通、 自賠責
交通事故被(加)害請求、 “ 仮 (渡) 払請求
一般自動車運送事業経営免許申請書 (トラック
ハイヤー、 タクシー)、 自家用自動車貸波許可
申請書 (バス、 乗用、 トラック、 レンタカー)

△建設、 土木、 農地

建設業許可申請書関係報酬額算定基準表
農地法第 3条による許可申請書、 農地法第 4条
による許可申請書、 農地法第 5条による許可申
請書、 農地法第 4条第 1項第 5 号による届出書
農地法第 5条第 1項第 3 号による届出書、 農地
法第20条第 1項による許可申請書
現地目証明願、 国土利用法、 土地売買等届、 宅
地建物取引業者免許申請
△風俗衛生
旅館業許可申請書、 風俗営業許可申請書、 古物
営業許可申請書、 飲食店営業許可申請書、 興業
許可申請書 (常設、 臨時、 仮設)
△民 事
株式会社設立 (標準のもの)、 有限会社設立(標
準のもの)、 協同組合設立 (標準のもの)
△労 務
労務その 1、 労務その 2

△経 理
経理報酬基準額件別表



本会の行事予定

△2月26臼正午から苫小牧市民会館において、 建

設業に関することを主題に研修会が行なわれ

る。室蘭、 日高両支部よりの多数参加を望む。
講 師 長谷川寿廷先生
ところ 苫小牧市旭町 苫小牧市民会館 201
号室 T (0144) ⑯ 7 1 9 1

共 催 北海道行政書士会 (第二ブロック)共 催
　　 苫小牧支部
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各支部研修会
各支部の研修会、 研究会のその後本会に、 寄せ
られた、 12月、 1月に報告された内容は、 次のと
おりである。
12月10日 旭川 建設会計
24日 十勝 建設業関係
27日 札幌 業務限界
1 月14日 " 綱紀研修
全日 苫小牧 食品衛生。風俗営業

……………" ･……‐‐……………………………･ 切り取りて御使用下さし一 …………………………………………….......



事務局だより

年計報告を提出しましよう

△年計報報告は、 会則で決められたもので、 その
報告は会員の義務です。もちろん ⑩ 扱し、ですか
ら、まだ未提出の会員は、至急報告してください。

急 告 ノ
△下記の会員と事務連絡がとれないため、 困って
います。ご存知の方は、 現住所または電話番号を
お知らせください。
支部 氏 名 住 所
札幌 小林節臣 札幌市中央区南22西11
" 若宮繁門 “ 北区北 2 西24 ラクダビル
函館 佐藤太郎 函館市川原町19一20 函館自動

車学校

法違反で罰金刑
東北地方本部長からの連絡によると、 行政書士
法違反事件で不起訴となったが、 再び告発して起
訴となり、 2 年ぶりに罰金刑が確定した事案。
起訴されたのは、 石巻市の木村晴美司法書士、
女川町の佐藤有光土地家屋調査士の 2人。木村は
行政書士会には入会していない司法書士で、 19回
にわたって農地転用許可申請書などを作成、 また
佐藤も同書類を11回にわたって作成、 それぞれ報
酬を得ていたo
県行政書士会石巻支部では、 再三注意したのに
違反が目立つため、 即年に告発したが、 区検は動
機や反省などの理由で不起訴にした。同支部は不
服として石巻検察審査会に審査の申し立てを行な
い、 結局起訴となり、 2 年越しに罰金刑が確定し
たものである。

根室支部
函館 “
札幌 “
　　 　　

空知 "
苫小牧"
空知 "

お悔み申し上げます
高津 敏六 S 51 .8 .
木元 平吉 S 51 . 8 ,
馬場 博士 S 5 1 .1l ,
安部 正元 S 51 .12 .
猪本 久治 S 51 ,12 ,
三上平次郎 S 5 L 1 .
山本 留吉 S 52 .2

S 51 .8 .4逝去
S 51 . 8 ,3 1 “
S 5 1 .11 ,20 "

S 51 .12 .24 “
S 51 ,12 ,28 “
S 5 L 1 .22 “
S 52 .2 , 2 "

今年の寒さは、 ｢シバ

レル｣ という北海道の俗
語にピッタリの、 年であ

り、 月であった。会員各
位の健康を念じつつ、 こ
のぺ【ジを埋める機会を

得て、 編集者もホッとしています。
寒い時は寒く、 暖かいときは暖かいのが豊年
の兆と言われています。自然の理は実に貴いと
思います。会長が冒頭に、 述べておられるとお
り、 会費をいかに有効に使用するかが、 最も大
切なことであることに何人も異存のないことで
あろう。 少数精鋭主義も結構でしょう。民主々
義の今日多数の意見を、 良く聞き広く会員の動
向を掌握しての運営も又必要でなかろうか。会
議の決議。 52年の総会における意向を尊重して
近く開かれる支部長の運営こそ最も重要視さる
べきことであって、 一部で唱えられる 0 ×態勢
などもっての外と、 考察する向のあることも肝
に銘ずべき事柄であろうo S 生
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